
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

題材構想シートを活用した授業では、教員は児童の思いや活動の一歩先を想定しながら授業を進め、思い

や活動を児童に委ねることができました。また、問いによって児童の主体性を引き出し、その児童らしい表

現を大切にすることもできました。このことから、題材構想シートは、児童が創造的に発想や構想をする学

習に有用性があるとことが明らかになりました。 
今後は、更に、デジタル化が可能な部分については、デジタルデータに移行して負担を軽減すると共に、

小学校教員の経験年数に関係なく、誰でも活用することができ、他の題材や他学年の授業においても活用で

きる題材構想シートになるように更なる検証によって明らかにしていきたいと思います。 
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本研究は、図画工作科において、児童の活動のプロセスに

目を向けた指導の手立てを明確にすることで、発想や構想に

関する資質・能力を育成する学習の充実を図ることを目的に、

表現領域の「ア 造形遊びをする活動」と「イ 絵や立体、工

作に表す活動」において、教員が題材構想を深めることができ

る題材構想シートを開発しました。それを用いて研究協力員

と共にその有用性を検証し、創造的に発想や構想をする学習

の充実を図る学習指導の一例を示すことを目指しました。 

 

「子どもの思いを大事にしたいがどうしても指導的な要素

が多くなってしまう」など、上手く表現できない児童がいた

り、活動の流れに沿えない児童がいたりすると、教員は手順を

教え込んだり、計画の流れに引き戻したりするような一方的

な指導を行ってしまうことがあります。この要因の一つとし

て、教員側に児童の作品の完成形のイメージが強ければ強い

ほど、その傾向になることが挙げられます。そこで、目の前に

いる児童の活動のプロセスに目を向け、児童の主体性を大切

にしながら、児童に必要な学習指導の手立てを構築する題材

構想シートを開発しました。題材構想シートの有用性をまと

めると、以下のア〜カの６点になります。 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題  児童が造形的な活動を思い付いたり、表したい 

  ことを見付けたりする学習指導に関する研究 

―指導の手立てを明確にする題材構想シートの活用を通して― 

Ⅱ 「題材構想シート」の開発 

Ⅰ はじめに 

Ⅳ おわりに 

 

【研究構想図】 

○本研究の報告書は，下記の岩手県立総合教育センターのＷｅｂページに掲載しております。 

http://www1.iwate-ed.jp/kankou/kkenkyu/176cd/r02ken.html 

 

ア 活動の見通しをもつことができること 

イ 表したいことが思い付かない児童に対する対応を事前に準

備することができること 

ウ 技能について的確なアドバイスをすることができること 

エ 構想を明らかにしたり、活動の価値付けを行ったりする上で

的確な発問をすることができること 

オ 児童の実態に合わせた場所の設定、使用する道具、準備する

素材の分量、安全指導などの準備を整えることができること 

カ 授業者が発想を広げることができるとともに、児童に何を指

導し、どのような資質・能力を育成するかを明確にすること

ができること 

【題材構想シート】 

カ 授業者が発想を広げることができるとともに、児童に何を指導し、どのような資質・能力を育成する

かを明確にすることができること 

材料が同じ段ボールであっても、「段ボールをどうしたい？」と、材料を基に、造形活動のイメージを

膨らませるような発問をしていくことと、一方、「段ボールで何をつくる？」と段ボールを使用して表

したいことを基に形や色を意識しながら材料や用具の使い方を工夫して表したいことを表していくよ

うな発問をしていくこととでは、アプローチが変わります。それぞれの題材構想シートを用いることで

「Ａ表現」の２つの領域を通して育成を図る資質・能力を明らかにすることができます。 

 

造形遊びをする活動 絵や立体、工作に表す活動 

段ボール 

（対象や事象） 

題材構想シート(絵や立体、工作に表す活動)の活用について 
 

「住んでみたい町に行きたい」や「住んでみたい町で

暮らす」というイメージから、前題材「小さなお気に入

りの自分」で使用した自分のミニチュアを用いて、町を

散歩しながら鑑賞することを考えました。児童が主体的

に鑑賞できるような手立てを考えることができました。 

段ボール を どうしたい？ 段ボール で 何つくる？ でを 

【題材構想シート（造形遊びをする活動）】 

【題材構想シート（絵や立体、工作に表す活動）】 

実践２「ねん土マイタウン」（絵や立体、工作に表す活動）  指導者 総合教育センター所員   



 

  

  

ア 活動の見通しをもつことができること 

題材構想シートは、対象や事象（材料やテーマ等）を出発点とし、

児童の思いや考えを想定しながらウェビング図を作成していきま

す。関連のある言葉を助詞によってつないでいくことで、対象や事

象を捉える造形的な視点についての理解から創造的につくったり

表したりすることができるようにする技能まで題材全体の児童の

活動のプロセスを考えることができます。 
 

イ 表したいことが思いつかない児童に対する対応を事前に準備することができること 

児童の活動の様子をよく見たり、言葉に耳を傾けたりして児童がどのような思いをもっているのかを知ろうとすること

が大切です。題材構想シートを活用することで、表現したいことが思い付かないといった児童のシグナルを感じ取り、次

の表現へと広げていくことができます。「段ボールをどうしたい？」、「組み合わせるにはどうしたらいい？」などの「思

考を促す問い」は、児童と同じ目線で一緒に考えていくことができます。 

Ⅲ 題材構想シートを活用した授業の実際  

題材構想シート(造形遊びをする活動)の活用について 
 

エ 構想を明らかにしたり、活動の価値付けを行ったりする上で的確な発問をすることができること 

教員が「〇〇（表したいこと）は、どんな形なのかな？」とイメージから形へと意識するように問いかけると、児童は、

表したいことを形に即して発想や構想を整理しながら話します。その内容を友達と共有してみると、表したいことが見付け

られない児童にとっての支援につながったり、自分にはない新たな発想や構想することができたりします。 
教員の「どんな感じがした？」、「どうやってつくったの？」など、「状況・既習を確認する問い」によって、児童は、「こ

こは、こんな風にして、これはこうして…」と、これまでの経緯や工夫などを話しました。児童は自分の学習のプロセスを

振り返り、自分の中から生み出された作品に価値付けたり意味付けたりすることで、自分らしさを見出し、自分の成長を感

じていくことにつながります。 

オ 児童の実態に合わせた場所、使用する道具、準備する素材の分量、安全指導などの準備を整えることができること 

 

児童は、「切りたい」、「曲げてみたい」など

技能に関する思いなど様々な思いをもちま

す。また、思いを巡らせて発想や構想をしたと

しても、技能が伴わないために表現すること

ができないこともあります。題材構想シート

を活用することで、児童が心の中に思い浮か

べたことを具現化できるように一歩先を想定

して指導することができます。 

「家をつくりたい」「人が遊べる迷路をつくりたい」という言葉から、児童は大き

なものを作るだろうと想定し、事前に広い場所での活動することを考えました。ま

た、用具である段ボールカッターの特徴を考えた時に、手の位置や滑り止め付きの

手袋を使用することなど、必要な技能や安全指導についても事前に考慮することが

できました。 
題材構想シートは、児童が心の中に思い浮かべたことを具現化できるように用具

や場の環境などにおける配慮ができると言えます。 

① 題材の目標を作成します。 
② 対象や事象を捉える造形的な視点を確認します。 
③ 材料や用具から予想される造形活動を確認します。 
④ 助詞を用いながらウェビング図を書きます。 
⑤ ウェビングで児童の考えや活動を関連付けた事柄の間 

に、「問い」や「環境」における手立てを書き出します。 

○ 題材構想シートの作成手順（概要） 

ウ 技能について的確なアドバイスをすることができること 

実践１ 「クミクミックス」（造形遊びをする活動）  指導者    北上市立江釣子小学校  上野 敏明 教諭（研究協力員） 

研究対象学級 北上市立江釣子小学校３年１組 

 


